第3回講義･配布メモ　

更新日：2004/04/23
　市場原理（自由競争、価値法則）・・・現実の市場における非経済的諸要因の複雑な絡まりあい・・・①市場原理とその否定・歪曲、商品の売りと買いにおける詐欺瞞着など、②　帝国主義・植民地主義の時代（とくに19世紀70年代以降、第二次世界大戦ころまで）における市場・原料・資源の独占（国家的権力的排他的独占）・・経済外的な力による支配、③戦時期・統制経済における中央集権的な、官僚的な市場の規制・統制

　市場原理を否定したり歪曲したり抑圧したりする歴史的諸要因

　それを跳ね除けつつ貫徹する原理・・・社会的生産力の拡大と市場関係の拡大、市場原理の法則的貫徹

資本主義社会
とそれ以前の社会の原理的違い・・・大塚久雄『共同体の基礎理論』岩波現代文庫（第１刷：2000年）　第１章、第２章、参照。

1． 私的生産、市場関係＝商品関係、その浸透度　

　歴史上は、資本主義社会において市場関係がもっとも発展→労働力の商品化。

時代を遡れば遡るほど、経済における商品生産は副次的・従属的意義。

　資本主義以前の諸社会においては、社会（人びと）の富？

　　日本の江戸時代まではどうか？　

　　ヨーロッパでも19世紀までは？

　

共同体の原理・・社会的分業＝「共同組織」として編成。富は、直接に社会化された形態。

市場社会・商品経済（商品の生産と交換）の社会・・・社会的に有用な諸労働は相互に独立的に私事として営まれる。「私的な営み」が、社会的な意味・意義･有用性を持つことは、交換（市場）を通じて検証される。

　　
2． 生産・労働における自然（土地）と人間の生産したものとの関係
　（1）大前提：大地、大地への部族（共同体）での定着、占拠、占取
　資本主義以前の諸社会では、「土地」（「土地所有」）が生産の主要条件・・・富の包括的な基盤・・・それを基本的には共同体で占取（所有）

　原生的な部族共同体・・・人間集団である部族が全体として、集団で（共同体として）土地を占取（所有）Grundeigentum・・・部族で生存を確保

　もっとも原始的な形態・・・占取者として大地に関係・・・そのうちで原素材、要具、そして労働によってでなく、大地自身によって作られた生活手段を見つけること。

　原始的な労働用具
のみならず、仕事場、原料貯蔵庫としての大地、そうした自然的な労働条件の占取は、労働によるものではなく、労働に先行している。

　

　生産の外的な原始的諸条件＝大地は、原料、労働用具、果実からなっている。

　生産の原始的諸条件はそもそも直接に、労働を加えることなしに、果実、野獣などの消費資料をそのうちに包含している。

　人間の生存＝労働が前提・・・土地（大地）は、労働手段のみならず、労働素材を、さらに共同体の居住地、基地を提供するところの大仕事場であり、武器庫である。

　　

　普遍的原理・・ウィリアム・ぺティの比喩「EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ランド),土地)が富の母であるように、労働は富の父である」

　

　社会の発展＝労働の発展＝生産力の発展

· 労働手段の創造と使用・・・独自的、人間的な労働過程・・・加工された労働手段
＝人間の労働力の発展の「速度器」・・・労働の生産力の発達＝第二次的な、生産された生産手段（労働要具、原料など）、なかんずく加工された労働手段はその種類と数量を次第に増大。

· 歴史上、労働の生産性が上昇するに伴って、労働主体である人間は、労働力の発展の速度器であるのみではなく、社会的諸関係の指示器でもある諸労働手段ともども、母なる大地の胸から次第に離れて独立。

　古代インドのリグ・ヴェーダ（ベーダ）
・・・紀元前1500年頃（『エンカルタ』では1300―1000）、パンジャブ地方を征服し占拠したアーリア族の讃歌

　　

　　　　　　　　　　壮麗なインダスの大河よ。

　　　　　　　　　　　汝の流域は馬と車ゆたかに、

　　　　　　　　　　黄金、数知らぬ織物、穀物
　　　　　　　　　　　また羊毛と青草にみちたり。

　　　　　　　　　　ひろびろとひろがる平野は

　　　　　　　　　　　群れ咲く花にておおわる。

　　　　　　　　　　牛を犂につけ、これに軛をおけ。

　　　　　　　　　　　大地の懐ふかく種をおろせ。

　　　　　　　　　　われらの讃歌に穀物塾るれば、

　　　　　　　　　　　鎌は実りを畑より刈り取る。

　　　　　　　　　　大地を切り開く犂に牛を繋ぎ

　　　　　　　　　　　これに軛をおけば、賢者は

　　　　　　　　　　天つ神々に作物を実らせ

　　　　　　　　　　　たまえとのいのりをささぐ。

　太字（下線付き）で強調した箇所は、まさに人間が自然に手を加え（労働）、社会が発達している程度を示す・・・・紀元前1000年頃の日本はどうだったか？

　歴史上、労働過程が発展・・・とくにたとえば定住＝土地・領域占取＝牧畜・農業生産の発展にともなって）・・・地味や地価埋蔵物やその他の諸条件の地域的相違

→たとえば、塩や青銅、鉄、また家畜や穀物などが、歴史上早くから「部族」（共同体）間の交換の対象となった・・・「共同体」間（部族間）で物々交換、その恒常化→生産物の商品化→貨幣の発生・発達（交換手段、富の蓄積手段、富・力の象徴手段）

→古代東方諸国やギリシャの神殿、ローマの公立銀行、中世の封建領主や農民、手工業者たちを悩まし続けた金融業（高利貸し）

（2）労働･生産の発展と共同体の変化

EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ウア),原始)

EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゲマインシャフト),共同体)Urgemeinschaft・・・原生的集団、血縁組織

原始的な部族共同体Stammgemeischaft、あるいは原始群団Herdenwesenが、彼らの生活およびそれを再生産し対象化していく活動（牧者・猟夫・農夫としての活動）の客観的諸条件を占取するための第一の前提・・・血統・言語・習俗などの共同性

　　共同体の世界史的発展の基本線・・・原始的な「血縁共同組織」から、地縁的な組織へ、「農業共同体」へ、→次第に商品生産・市場関係に侵食され、変容・解体。

土地、生産された、すなわち労働によって加工されたも、その占取の仕方に違い

1 土地・・・・富の包括的な基盤である「土地」そのもの、さらには「土地」のなかに包括されている原始的な（すなわち労働が加わっていない）生活諸手段は、さしあたって、まず「共同体」全体によって占取される（共同体的占取、共同占取）

2 労働・生産活動の結果としてえられた生活所手段の場合には、自己の労働でそれを生産した当の個々人によって、私的に占取される（私的占取）のをつねとした。

　きわめて古い時代から・・・・人間が自分で生産し、もしくは生産したものと交換によってえられたすべての使用対象も彼の所有物、しかも男性ばかりでなく既婚の女性も、自分の使用および需要のために生産した対象については承認された個人的所有権。

　　生産物交換という現象がおそろしく古い時代から見出されることも、この事実（自己の労働で生産したものがその人物のものとなるという事実）と深く関連。

　生産力→生産された労働用具→その種類と数量の増大→分業の形成→労働の生産性の増大→生産された労働用具の私的占取とその蓄積

　分業の最も古い形態は男女両性間の性別分業→農耕と牧畜の分化（分業）

　青銅製や鉄製の武器（刀）や犂、斧などが生産されるようになるとともに、手工業もまたはっきり独立。
　白人文明に接触する以前の北米インディアン人種イロクォイ族・・・モルガン『古代社会』（岩波文庫など）に詳しい。

土　地

彼らの間には私的な土地所有なるものはない。

　大家族の居住するいわゆるlong house付属の庭畑も、利用されるかぎり私的に占取されるにとどまる・・・相続されることはなかった。

動　産　

　衣服、道具、武器、丸木舟、台所道具などの動産は私的に占取され、夫と妻の間にもそうしたものの共同の占取ということはなかった。

　　　　たとえば、夫に属するものとしては武器、道具、狩猟具、丸木舟、衣服など・・・夫のものは兄弟姉妹および母方のおじたちによって相続
　　　　妻に属するものとしては壷、籠などの台所用具、世帯道具、衣服、装飾品・・・

　　　　　　　妻のものはその娘および姉妹とその子たちに相続された。

　　　　このような動産の占取関係の前提であり帰結としての分業関係・・男女両性は別個の労働領域

　　　男性・・・戦闘、狩猟、漁獲、武器、道具、丸木舟、雪靴などの製作、long houseや木柵、土壁などの建造、その他一切の開墾や伐木など

　　　女性・・・庭畑や外畑の耕作、胡桃や球根などの採取、陶器や筵、籠の製作、衣服の調整や煮焼きなどの家事

共同体の固有の二元性・・・富の包括的な基礎である土地は共同体が占取

　　　　　　　　　　　　　労働用具は私的占取

原始的共同体の発達経過

母系制段階(部族共同体)→父系制段階（家父長制家族共同体）

母系制・部族共同体

　　　Cf.アメリカ・インディアンのイロクォイ族・・・キリスト教の伝道師が彼らに接触したころ、5個ないし6個の「部族」Stammからなる連合体

　　　各「部族」Stammは、それぞれ2個の「大氏族」Phratrie(あるひは「胞
族」Geschlechterbruderschaft)に分かれている。

　　　            各「大氏族」（ないし「胞族」）・・・軍事上、宗教上の基本的共同組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相互に母系的族外婚制の相手Heiratskartelle

      各「大氏族」は、さらに「トーテム団体」Totemverbandの性格をもつ多数の

氏族sippe,　Geschlechterverband―例えば、狼・亀・熊・鹿・鰻、鷹など―からなっている。

各氏族は、またそれぞれ数個の「大家族」Großfamilie(Familiensippe)にわかれていた。　

イロクォイ族の場合、「土地」占取の主体は、「部族」・・・「部族」はそれぞれ固有の特別地域（ゲルマンの歴史に見る用語では、マルク）をもっていた。

　　大小さまざまの村落を形成・・・・各村落には集会所（いわゆるMännerhausでもあった）を中心に、14ないし20のいわゆるlong house

    　　　　　　　　　　　　　　　このlong houseで各「大家族」の共同生活

　　村落内には、種々のトーテム団体（＝氏族）が混住
。

　　氏族にも部族にもすでに世襲の族長その他が現れはじめていたが、彼らはなおいわばその個人的カリスマによって全体から選出されたところの、「同等人中の第一人者」であるにとどまり、その権能も具体的にはなお「部族共同体」の会議に従属するものに過ぎなかった。

母系制→父系制

牧畜→定着農耕

生産された労働用具の私的な蓄積が次第に増大・・しかも男性の手中に集中していく過程・・モーガンの有名な表現で「野蛮の上段」Oberstufe der Barbarei・・・ 世界史のいわば曙の時代に重要な文化諸民族が経過した時代・・F・エンゲルスの『家族・私有財産・国家の起源』(岩波文庫他)

　｢野蛮の上段｣・・・｢この段階は、生産の進歩において、それ以前のすべての諸段階の総和よりもなお豊であった。英雄時代のギリシャ人、ローマ建設より少し前のイタリア諸部族、タキトゥス時代のドイツ人、ヴィーキング時代のノルマン人がこれに属する。｣

　「それはすべての文化諸民族がその英雄時代Heroenzeitを経過した時期であり、また、鉄刀の、そして鉄犂と鉄斧の時代である。鉄は人間が使用しうるものとなった。・・・鉄は、いっそう大きい面積の耕作を、広い森林地帯の開墾をもたらし、手工業者に、石やその他知られたどの金属も及ばぬ、堅くて切れ味のよい道具を与えることとなった。」

　「牧畜、金属加工、織布、そして農耕の導入とともに事態は変化する。・・・当時の家族内部における分業では、食糧の生産ならびにそれに必要な労働用具は男性に属し、したがって労働用具の所有権も彼に属していた。・・・だからまた、当時の慣習に従って、男性は新しい食糧源たる家畜と新しい労働手段としてしだいに姿を現しつつあった奴隷の所有者ともなったのである。」

　　

母系制→性別分業→生産力の発達→分業の展開→男性支配－家父長制へ

｢共同体｣によって占取されていた土地の真っ只中に、それにまさしく対立する｢私的に｣privat占取された土地の形成・・・家父長制的家族共同体にとって基地ともいうべき｢宅地｣Hofとその周囲の「庭畑地」Wurt, Gartenlandが、垣根やその他の形で囲い込まれ、父系制的に相続されて、その｢家族｣の永続的な私的占取にゆだねられるようになる（・・・｢囲い込み地｣
＝私的土地所有の端緒的成立！）

　　

　私的に占守された「囲い込み地」を内部に含む共同組織・・・｢農業共同体｣

· タキトゥスの『ゲルマーニア』(岩波文庫)第16章、第26章の記述・・・アジア各地にも見られた共同体のあり方　

· 具体例：大塚『基礎理論』p.47-48

紀元前１５００年-１０００年ごろのインドのパンジャブ(五河)地方(現在の西パキスタン)を占拠していたインド・アーリア族は、原始共同体から農業共同体への過渡期を通過しつつあった。

この地方に侵入してきた彼らアーリアの諸支族もまた(｢部族｣(ガナスあるいはジャナスとよばれた)の連合体→各部族は｢部族長｣(ガナパチ)の統率下に部族別に土地を占取（部族の占取地はヴリジャナとよばれた）。

　「部族」はいくつかの「大氏族」(ヴィス)―ヴィスはその定住地区をも意味する―に分かれ、この｢大氏族｣はまた数個の｢氏族｣(サバー)に分かれていた。

　「氏族」はさらにまた数個の｢大家族｣を包含し、この｢大家族｣は、家屋をも意味するダマ(ラテン語のドムスと同系語と考えられている)あるいはグリハの名称をもってよばれた。

　定住の形式についてみると、一個ないし数個の「氏族」をもって｢村落｣共同体を形づくったと推定される。一つの｢村落｣はすくなくとも数個以上の｢家｣(ダマ)の集合であったとみてよい。

　｢家｣(ダマ)は住居だけでなく、仕事小屋、納屋、家畜の小屋や囲いなどの集合によって構成されており、しかもそれらがほとんどすべて・・・いわゆる｢神聖な囲い｣によって囲い込まれていた・・・

　｢家｣(ダマ)を構成する人々は、｢家父｣(グリハパチ)とその妻である｢家母｣(グリハパトニ)を中心に、家父の傍系親
で未婚のものが数人、息子たちとその妻子、未婚の娘たちからなる「大家族」であり、共同の経済生活が営まれていた。

以上、すでに父系制的に秩序付けられた「家父長制家族」が成立しており、また奴隷もある程度含まれていた。

ただ、有名なローマの家父長制家族の場合に比べてみると、家母の地位が比較的高く、したがって家父の権力は比較的弱かったと思われる。また奴隷も、本来の家族と同権ではないにしても、その一員と見なされて家族共同体のうちに組み入れられていったようである。

· 19世紀のインドで部分的に存在していた｢太古的な小共同体｣(マルクス『資本論』第1巻第12章第4節)

土地の共有と、農業と手工業との直接的結合と、固定した分業。

自給自足的な生産的全体。

生産物の大部分は共同体の直接的自己需要のため.
商品として生産されるのではない、

ここの共同体は、インド社会の全体としての分業からは独立。

ただ、生産物の余剰だけが商品に転化、しかも一部分は、いつともない昔から一定量の生産物が現物地代として流入してくる国家の手の中で始めて商品に転化。

　インドでも地方によって共同体の形態は違っている。最も簡単な形態では、共同体は土地を共同で耕作して土地の生産物を成員のあいだに分配し、他方、各家族は、紡いだり織ったりすることを家庭的副業として営んでいる。

これらの一様な仕事をしている民衆のほかに、次のようなものが見いだされる。

裁判官と警察官と徴税官とを一身に兼ねている｢人民の長｣。

農耕について計算し、それに関係のある一切のことを記帳する記録人。

犯罪者を追及し、外来の旅行者を保護して一村から他村に案内する第三の役人。

近隣の共同体に対して自分の共同体の境界を見張る境界管理人。

農耕のために共同貯水池から水を分配する水の監視人。

宗教的行事の諸機能を行うバラモン(婆羅門)。

共同体の子供に砂で読み書きを教える教師。

占星者として播種収穫の時期や、すべての特別な農耕作業の時期の適否を告げる暦術バラモン。

あらゆる農具を製造し修理する鍛冶師と工匠。

村に必要なすべての容器を作る陶器師。

理髪師。

衣類を清潔にするための洗濯人。

銀細工師。

ところによっては詩人。これはある共同体では銀細工師の代わりをし、また他の共同体では教師の代わりをする。

この一ダースほどの人びとは、共同体全体の費用で養われる。

歴史上における「共同体」の諸形態の継起的発展

　「共同体」内部において生産諸力（=分業）の進展→土地占取関係において私的所有の契機が拡大→「共同体」のいっそう高度な歴史的形態ヘ

土地の共同体による占取という土台の上に、三つの基本形態（三つの継起的発展形態）

（1） アジア的形態・・・土地は基本的全面的に「共同地」（=共同マルク）で、部族の共同占取と規制。私的所有の契機＝「ヘレディウム」といういわば橋頭堡を確保したに止まる。基本形態は未だもっぱら血縁関係に基づく「部族共同体」。

（2） 古典古代的形態・・・土地の占取関係における私的所有の契機はここでは、ローマ人の表現を借りれば、「ヘレディウム」を基地としてさらに「フンドゥス」fundusにまで拡大されている。「共同地」はager publicusとして、フンドゥスと空間的に並存かつ対抗しあっている。「共同体」の基本形態も戦士ギルド（Kiegerzunft…マックス･ウェーバーの表現）として「都市共同体」（=古代都市）。

（3） ゲルマン的形態・・・土地の占取関係における私的所有の契機は、ゲルマン的表現を用いれば、フーフェHufeという形をとりつつ、およそ共同体関係の内部で存在しうる極限にまで拡充されている。「共同地」（Allmende）さえも、持分化されて私的占取関係の内に組みこまれている。「共同体」の基本形態も、いまや土地占取そのものに密着した「村落共同体」（および都市=ギルド共同体）となっている。

*社会全体と共同体との関係

　　　再生産構造としての「共同体」の独立性（商品流通･商品交換社会における全体的な連関・むすびつきがない）・・・もろもろの「共同体」は大なり小なりの独立的な部分単位・・・　　　全社会は、独立した諸部分の集合体・・・一つ一つの「共同体」がそれぞれ多かれ少なかれ独立した「局地的宇宙」（ジャワの「デッサ」や旧ロシアの「ミール」は「共同体」であると同時に「世界」を意味した）・・・全社会はそうしたあまたの小宇宙の連結体として構成される。デュルケムの表現では、環節的組織l’organisation segmentaire

*「共同体」の構造的二重性・・・それぞれの「共同体」の内と外の論理･利害の断絶

内部経済Binnnenwirtschaft と「外部経済」Außenwirtschaft
（1） 内部の原理・・・「共同体」の内部過程（=「共同体」内部における成員諸家族の生活）・・・共同体としての土地占取と共同体規制・・・共同体的「平等」の原則･原理・・・通常何らかの宗教的外被を伴った道徳意識による団結統合・・・恭順Pietät
（2） 外部にたいする原理・・・・外部からの侵害や撹乱にたいしては「共同体」全体によってたえず防衛し維持。まず、共同体が占取する「土地」が外部に対して排他的に独占（=封鎖）され、それにもとづく「共同体」成員諸家族の生活の維持がなににもまさる必要事として優先することになる。
したがって、ある一つの「共同体」の成員たちにとっては、その外部にある人びとは―したがって当然に他の「共同体」の成員たちもまた―「共同体」による「規制」と「保護」の外側におかれているところの「他所者」Fremde, foreignerとなる。場合によっては、潜在的な「敵」とさえ化する。

意識における「対内道徳」Binnenmoralと「対外道徳」Außenmoralの構造的二重性・・・古典古代の都市間に行われた戦争の皆殺し的な激しさ、中世の村落間やギルド間の縄張り争いの烈しさ　　
（3） 「共同体」と「共同体」の間・・・・一種の社会的真空地帯・・・そこへは「共同体」の規制力がおよばぬと同時に、完全に「共同体」の保護の外に。・・・インドの不可触賎民（パーリア）.

   歴史上、このような「共同体」間に存在するいわば社会的な真空地帯が、いわゆる前期的資本（商業資本および高利貸資本）の成長と活動にとって本来の地盤。 

� 生産の主要条件（労働の客体的条件）＝生産手段が資本として存在。たとえば、前回配布資料の1955年以降、半世紀の日本の民間企業の資本蓄積統計を参照せよ。


� 前回のたとえば、細石刃など石器類に典型的


� 人間労働によって加工された原始的石器類をみよ。


�　ヴェーダ（ベーダ）Veda　インド最古の聖典の総称。「ベーダ」とは、もともと「知識」を意味するサンスクリットで、それが転じて宗教上の知識を集成した文献群をさす名称になった。ベーダは、「リグ・ベーダ」「サーマ・ベーダ」「ヤジュル・ベーダ」「アタルバ・ベーダ」の4種類にわけられる。また、各ベーダは、サンヒター、ブラーフマナ、アーラニヤカ、ウパニシャッドの4部門からなるが、狭義には、賛歌、歌詠、祭詞、呪詞(じゅし)といったマントラ(真言)をおさめるサンヒター(本集)の文献をベーダとよぶ場合が多い。4つのベーダは、ベーダ語とよばれる古いサンスクリットで書かれており、もっとも古い部分は、アーリヤ人がインドに侵入した前1300～前1000年の間に成立したとみられているが、現在のような形にまとめられたのは前3世紀ごろであると考えられている。ベーダ聖典は筆録される以前には、リシとよばれる聖者たちによって口承されており、その伝承の過程で、形をととのえていったものと思われる。


「リグ・ベーダ」神々への賛歌(リチュ)の集成で、さまざまな韻律をもちいてつくられた1000以上の賛歌をふくみ、10巻からなっている。祭式においてホートリ祭官がこの賛歌を高唱して、神々を祭場にまねく。Microsoft(R) Encarta(R) Reference Library 2003. (C) 1993-2002 Microsoft Corporation. All rights reserved.


　


�　ほう【胞】①胎児を包む膜。えな。②母の胎内。「同胞」[岩波書店 広辞苑第五版]


�　氏族や大氏族は、自分の特別地域としての土地（＝マルク）をもっていなかった。　


� ローマ人の用語では、ヘレディウム。


　文化人類学や民族学の豊富な成果を秩序づけ、この事実のうちに「ヘレディウム」の発生を跡付けようとした研究・・・Heinrich Cunow, Allgemeine Wirtschaftsgeschichte, Bd.I(ハインリヒ･クノウ、高山洋吉訳『経済全史』1および2)。さらに、その成果に基づき、Bd.II（邦訳３および４）で、文化諸民族（インド、ローマ、ゲルマン、ケルト）の曙の時代を解明しようと試みている。





�　ぼうけい‐しん【傍系親】同じ始祖から分れ出た親族間の続柄。兄弟姉妹およびその子孫間の関係など。[岩波書店 広辞苑第五版]
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